
  

 

1月30日、原子力損害賠償法で免責されている原発メーカーの社会的・道義的責任

を問う世界初の裁判が、東京地裁に提訴されました。この「原発メーカー訴訟」の会

の事務局長が、今回講師をつとめて頂く崔勝久（チェ・スング）さんです。崔さんは

No Nukes Asia Actions Japanの事務局長、原発体制を問うキリスト者ネットワーク

（CNFE）共同代表なども担当されており、世界における脱原発・反原発のネットワー

クを形成するために熱心に活動をされています。  

今回提訴された「原発メーカー訴訟」は、「原子力の恐怖から免れて生きる権利」

＝「ノー・ニュークス権」を宣言し、国籍・民族に関わりなく世界の市民が連帯して、

人類を滅ぼし環境を破壊する核兵器、核発電（＝原発）を止めさせ、原発体制とそれ

を維持する国民国家体制によって生み出される、あらゆる差別・抑圧に抵抗するため

の裁判となります。崔氏は、そのためにモンゴル、韓国、台湾、フィリピン、インド

ネシア、ドイツなどを飛び回ってネットワーク作りに尽力されており、その主張や報

告は、OCHLOS（オクロス）というブログ（http://oklos-che.blogspot.jp）に詳しく

紹介されています。   

2月7日（金）の烏山区民センターにおける講演会では「世界から見た日本の原発問

題－原発体制に抗する国際連帯を地域から－」というタイトルで語って頂きます。 

入場は無料です。原発問題に関心を持つ、すべての人を歓迎します。 

東京告白教会信教の自由を守る日記念講演会  

  

  
                    日時：2014年2月7日（金）  

午後7時から午後9時  

     場所：世田谷区烏山区民センター3階集会室  

(京王線千歳烏山駅徒歩1分)  

  講師：崔勝久（チェ・スング） 
  

問い合わせ：篠塚予奈（03− 3300− 6529）  

〒157− 0061 東京都世田谷区北烏山１－５１－１２ 東京告白教会気付  


